
〇本⽇（７⽉29⽇）午前10時50分頃、協⼒企業作業員が警報付ポケット線量計（ＡＰＤ）と蛍
光ガラス線量計を事務本館内の装備交換所にて置き忘れたことを、事務本館内の１〜４号機出
⼊り管理所から退出しようとした際に気づきました。

〇その後、ＡＰＤと蛍光ガラス線量計については、同僚の協⼒企業作業員が回収し、本⼈が装着
して通常通り退域しています。

〇今後、APD・蛍光ガラス線量計を置き忘れた経緯等、詳細を確認し、再発防⽌に努めてまいり
ます。

〇なお、⼊域から作業終了までの間においては、 APD・蛍光ガラス線量計を適切に携帯してい
たとの報告を受けています。

〇今後、使⽤者の被ばく線量の評価を⾏います。

福島第⼀原⼦⼒発電所
協⼒企業作業員におけるAPD・蛍光ガラス線量計不携帯について
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＜参考＞時系列

【時系列】
2021年7⽉29⽇（⽊）
05:50頃 構外事務所にて、朝礼後、出発
07:30頃 現場KY
07:40頃 現場作業開始（構内事務本館屋内外）
10:00頃 交代のため、現場を離れる準備をする
10:45頃 事務本館内の装備交換所にて装備交換（Y装備⇒G装備）
10:50 1〜4号出⼊管理所 体表⾯モニタ付近にて、APD及び蛍光ガラス線量

計の置き忘れに気づき、係員に申告
11:30 APD及び蛍光ガラス線量計を回収し、退域


